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＜週間予定・連絡事項＞

· 11/7（火）、8（水）17：30～18：30メモリアルホールにて課内研修（伝達講習）あり。
テーマ：「精神科看護初任者研修～精神疾患論～」　講師：中村　美奈子さん（西病棟G）

· 12/1（金）、2（土）18：00～19：00メモリアルホールにて法人研修あり。
テーマ：「交通事故に遭わないために」　講師：大丸　特久剛様　（八戸警察署）
WIZにて出欠登録を行う事。

· 11/10（金）15：00より食事サービス提供委員会あり。（池田CWが出席）

· 11/10（金）伊藤　雄一様の退院検討会議あり。

＜外来情報＞

· 杉澤　恵子様～両手のひび割れの為、ウレパールが処方されている。

･　清川　厚子様～｢お腹が痛い｣と訴えあり。主治医が触診したが異常はなく「デイケアに休まず行き
なさい」と話されている。

＜利用者様情報＞
· 柳町　信之様～左手首表裏に浮腫見られる。機能的に支障はみられないが、心臓弱い為、カルテに　

記入し11/9（木）の診察に情報提供し経過を見守る。

· 村上　元道様～11/6（月）から週１回うみねこ工房利用開始する。「昨日は木工作業をし､苦痛な　　　　
　　　　　　　くできた」と表情良く話されている。

･　田中　正士様～11/6 18:50転倒あり。

状況：　レストランから青風荘に帰ろうとされ椅子から立ちあがり途中、斜め前方に倒れる。その際床上に両手をつけ、膝をつく形で倒れる。

外傷：　左手首擦過症あり。

転倒後：すぐに起き上がり「大丈夫。大丈夫」と答えられ、スタッフの声掛け、介入を強く拒否されている。

　　　　　　　＜対策＞
　　　　　　　　･レストランに立ち会うスタッフ３名中、必ず２名が椅子から立ちあがり時　
　　　　　　　　　本人の両サイドにて見守り、付き添い転倒防止する。
　　　　　　　　・レストランから青風荘まで、スタッフ１名が田中様の横に付き添う。
　　　　　　　　･昨日の転倒により、本人もスタッフへの話し掛けが普段より多く見られる。

今後の生活について、口には出さないが不安があるようである。本人の話を

傾聴し不安を軽減し、信頼関係を構築していくようにしていく。

・田名部　浩平様～昨日、来所予定日だが連絡なく欠席されている。スタッフから自宅に連絡しているが不在。外来担当医からは、本人が疲労を訴えデイケアを休む事を希望しており、ご家族を含め面談し検討するようにとの指示あり。本日、本人宅に連絡する。お母様が出られ（本人は）現在、昼夜逆転傾向であり、できればデイケアに通所させたいが困惑気味の口調で話されていた。明日、外来受診日のため、本人・ご家族ともに早めに来院しスタッフと面談後に主治医に相談する事とする。

· 大釜　久直様～昨日、お母様が支払いの為に来院されており自宅での生活状況について伺う。精神

面も安定しており、食事は大盛りで摂取しているとの事。今後、食事摂取量が少

ない時は間食について聞いていく。

